
平成３０年度 アルコール関連問題研修開催要領 

 

１ 目 的 

アルコール関連問題について正しく理解するとともに、アルコール依存症者に対する

介入方法について学ぶ。 

  

２ 主 催 

山口県精神保健福祉センター 

 

３ 対象者 

医療機関職員、職域関係職員、司法関係職員、警察関係職員、健康福祉センター職員、 

市町職員、域包括支援センター職員、相談支援事業所職員、その他福祉関係職員等 

 

４ 定 員 

６０名 

 

５ 日程及び内容 

詳細は裏面「平成３０年度 アルコール関連問題研修プログラム」参照 

 

６ 場 所 

山口県庁 １階 視聴覚室 （山口市滝町１番１号） 

 

７ 申込方法等 

（１）申込方法 別紙「平成３０年度 アルコール関連問題研修申込書」により FAX で申

込む。 

 

（２）申 込 先 〒747-0801 防府市駅南町１３－４０ 防府総合庁舎２階 

         山口県精神保健福祉センター TEL：０８３５－２７－３４８０ 

FAX：０８３５－２７－４４５７ 

 

（３）申込期限 平成３０年１１月１５日（木） 

 

 

 

 

 

 

 



平成３０年度 アルコール関連問題研修プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

【日  時】平成３０年１１月２２日（木）１３時３０分から１６時４５分まで 

 

【場  所】山口県庁 1階 視聴覚室（山口市滝町 1番 1号） 

 

【プログラム】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講師】 

特定非営利活動法人 ジャパンマック 代表理事 

一般社団法人 日本アルコール関連問題ソーシャルワーカー(ASW)協会 会長 

日本福祉教育専門学校 専任教員 

                               岡﨑 直人 氏 

＜講師プロフィール＞ 

上智大学卒業後、前国立武蔵療養所に精神科ソーシャルワーカーとして勤務。その後、

アンドリュース大学大学院保健専門校を修了し、前国立療養所久里浜病院に勤務。2003

年からはさいたま市こころの健康センターに勤務し、所長を経て 2017年 3月に定年退

職し、2018年 9月より現職。 

日本アルコール関連問題学会理事など務める。 

 

 

 

 

 

１３：００～ 

受付 

１３：３０～１４：４５ 

講義「依存症へのアプローチ～動機づけ面接を活用して～」 

１５：００～１６：３０ 

 演習「ロールプレイなど」 

１６：３０～１６：４５ 

 質疑応答など 

＜研修担当者より＞ 
 アルコール等の問題を抱えたケースの支援にあたっては、日常の相談場面をはじ
め、関わり方に苦慮する場面も多いと思われます。今回の研修が、当事者の理解や支
援のあり方を考える一助になれば幸いです。皆様の参加をお待ちしております。 

依存症は“否認の病気”で、当事者自らが問題を認め、変わることが困難と言われ

ています。そうした当事者の“変わりたい”という内発的動機を引き出し、行動変容

につなげる動機づけ面接法は、依存症をはじめ、精神保健を含む様々な領域で用いら

れている対人援助技法です。 

本研修では、動機づけ面接技法について理解するとともに、アルコール関連問題を

抱えた当事者を適切な支援に結びつけるための方法を学ぶことをねらいとします。 



【別紙】 

精神保健福祉センター行き(送付票不要) FAX：０８３５－２７－４４５７ 

 

申込期限  平成３０年１１月１５日（木）まで 

 

 

平成３０年度 アルコール関連問題研修申込書 

 

 

【所 属】                    

 

【担当者名・電話番号】              

 

 

氏  名 職種・役職 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師の先生のへのご質問があればご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 


